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３天然海域におけるクルマエビ類の繁殖生態

図 3-1-2 産卵後期の卵巣組織像

　　oc, 卵巣腔　usm, 産み残された成熟卵
図 3-1-1 調査の対象とした海域（西部遠州灘）
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図 3-1-3 退縮期 Type A の卵巣組織像

　　ao, 退行した卵母細胞　ln, 後期仁期母細胞卵

　　pc, 貪食細胞様の細胞

図 3-1-4 退縮期 Type B の卵巣組織像

　　ao, 退行した卵母細胞　lyg, 正常な卵黄球後期

　　卵母細胞卵

表 3-1-1 西部遠州灘における卵巣成熟の時期的変化

　　（2004 年～ 2010 年）
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図 3-1-5 成熟期個体出現率の時期的変化（西部遠州灘）

　　ポイントは各月の平均値，バーは範囲を表す

図 3-1-7  潮回りと成熟期個体出現率との関係

図 3-1-6 月齢と成熟期個体出現率との関係
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３ 天然海域におけるクルマエビ類の繁殖生態

図 3-1-9 大きさ別に見た卵黄形成を開始した個体の

　　割合

　　*1，体長 200 mm 未満。　*2，体長 200 mm 以上。

図 3-1-8 休止期の個体における体長と GSI との関係
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３天然海域におけるクルマエビ類の繁殖生態

表 3-1-2 クルマエビの体重と孕卵数の関係
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３ 天然海域におけるクルマエビ類の繁殖生態

図 3-1-11 完全産卵から 30 分後に固定した卵巣の
　　組織像
　　濾胞細胞は著しく蝟集している。
　　mn, 中期仁期卵母細胞　pof, 排卵後濾胞　　
　　usm, 産み残された成熟卵

図 3-1-10 排卵された状態の卵核胞崩壊期の卵巣（組
　　織像）
　　濾胞から離脱して卵巣腔内に押し出された成熟
　　卵が観察される。GSI は 11.18%であることから
　　殆ど産卵していないと考えられる。
　　m, 成熟卵　oc, 卵巣腔
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